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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの操作を受け付ける操作手段と、
　当該操作に応じて指定されたタイミング間の時間を計測する時間計測手段と、
　外部機器との通信を行う通信手段と、
　外部機器から前記通信手段により取得された設定値と、前記時間計測手段で計測された
時間とに基づいて速度を算出する速度算出手段と、
　前記算出された速度を表示する速度表示手段と、
　前記速度表示手段に前記算出された速度を表示させる速度表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　前記速度表示手段は、回動可能に設けられた速度指針を有し、
　前記速度表示制御手段は、前記速度指針を回動させて前記算出された速度を表示させる
　ことを特徴とする請求項１記載の電子時計。
【請求項３】
　前記計測された時間のデータを前記通信手段により前記外部機器に出力するデータ出力
手段を備えることを特徴とする請求項１又は２記載の電子時計。
【請求項４】
　前記時間計測手段は、前記操作手段からの入力操作に基づいて複数の期間の計測時間を
各々期間値として取得可能であり、
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　前記速度算出手段は、当該複数の期間ごとに取得された前記設定値に基づいて、前記複
数の期間それぞれの速度を算出する
　ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の電子時計。
【請求項５】
　経過時間を表示する時間指針と、
　当該時間指針により所定のタイミングからの経過時間をリアルタイムで表示させる経過
時間表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の電子時計。
【請求項６】
　前記計測された時間のデータを前記通信手段により前記外部機器に出力するデータ出力
手段を備え
　前記データ出力手段は、前記経過時間表示制御手段で表示される経過時間よりも高い精
度のデータを前記外部機器に出力する
　ことを特徴とする請求項５記載の電子時計。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか一項に記載の電子時計と、
　ユーザ操作を受け付ける外部操作手段、
　前記外部操作手段への入力操作に基づいて前記設定値を定める設定手段、
　外部の通信機器と通信を行う外部通信手段、及び
　前記定められた設定値を前記外部通信手段により前記電子時計に送信する設定値出力手
段、
　を備える外部機器と、
　を有し、
　前記速度算出手段は、前記設定手段で定められた前記設定値を用いて速度を算出する
　ことを特徴とする速度計測管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子時計及び速度計測管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子時計において、Bluetooth（登録商標）といった近距離無線通信を用いて外
部の電子機器と接続し、当該電子機器で設定、管理された情報を受信して当該電子時計の
動作を定める技術がある。特許文献１には、電子時計を携帯電話に接続することで、容易
に正確な時刻情報を取得して電子時計の時刻を修正する技術について開示されている。
【０００３】
　また、一方、種々の計測センサで取得されたデータを有線又は無線の通信回線を介して
コンピュータに転送し、データを管理する技術がある。特許文献２には、自転車の車体に
取り付けられたセンサにより自転車の走行動作に係る所定量を取得し、通信によって可搬
型コンピュータに転送することで取得された所定量データを記憶、管理及び利用する技術
が開示されている。
【０００４】
　電子時計にも、従来、温度、気圧、加速度や地磁場を計測する各種センサや、時間計測
機能が備えられ、種々の物理量や経過時間などが計測、算出及び表示可能となっているも
のがある。特に、電子腕時計のようにウェアラブルな携帯型電子時計は、状況を選ばない
携帯性を有し、また、容易に簡単な操作を介して種々の計測データを取得しつつ、これら
の計測データや当該データを用いて算出されるデータを表示画面に表示させることが出来
る。このような計測データや算出データは、時刻や日時とは桁数や表示範囲が異なる場合
が多く、従来、種々の表示を行い易いデジタル表示画面が好ましく用いられている。
【０００５】
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　これに対し、アナログ式の電子時計では、表示可能な情報量及びその種類に制限があり
、また、設定や操作が複雑で分かり難くなりやすい。このようにアナログ式電子時計で表
示が難しい数値データの一つとして、速度データがある。速度値は、計測された時間に対
する移動距離などの変位量の大きさによって求められる。この変位量は、計測対象やその
変位方法によって著しく異なることから、アナログ式の電子時計では、当該変位量を入力
設定するのが非常に煩雑となる。従って、従来、アナログ式の電子時計では、単位量（例
えば、距離１ｋｍ）の変位に対する所要時間を計測してそのまま指針で表示すると共に、
当該計測値を単位量に対する平均速度（単位平均速度）に換算するための値がベゼルや文
字盤に記載されたタキメータが用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１１８４０３号公報
【特許文献２】特開２００７－９９０３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、アナログ式電子時計において、従来技術に係る速度の計測及び表示では
、変位量に柔軟性がなく、計測対象の変位量が単位量と異なる場合には、表示された単位
平均速度を更に実際の平均速度に換算する必要が生じて速度を読み取り難いという問題が
ある。また、タキメータでは、速度の表示間隔が均等ではないので、間の値が読み取り難
いという問題がある。従って、電子時計において、様々な場面で、状況に応じたユーザの
簡単な操作を介しながら種々の経過時間が計測されても、これらを速度に係るデータとし
て十分に生かすことが出来ないという課題がある。
【０００８】
　この発明の目的は、計測された経過時間に基づく速度の算出及び表示をより容易且つ読
み取り易く行うことの出来る電子時計及び速度計測管理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記目的を達成するため、
　ユーザの操作を受け付ける操作手段と、
　当該操作に応じて指定されたタイミング間の時間を計測する時間計測手段と、
　外部機器との通信を行う通信手段と、
　外部機器から前記通信手段により取得された設定値と、前記時間計測手段で計測された
時間とに基づいて速度を算出する速度算出手段と、
　前記算出された速度を表示する速度表示手段と、
　前記速度表示手段に前記算出された速度を表示させる速度表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に従うと、電子時計において、計測された経過時間に基づく速度の算出及び表示
をより容易且つ読み取り易く行うことが出来るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態の速度計測管理システムを示す全体構成図である。
【図２】アナログ電子時計の正面図である。
【図３】アナログ電子時計の内部構成を示すブロック図である。
【図４】スマートフォンの内部構成を示すブロック図である。
【図５】スマートフォンにおける単位距離設定画面を示す平面図である。
【図６】スマートフォンにおける単位距離設定処理の制御手順を示すフローチャートであ



(4) JP 6269237 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

る。
【図７】アナログ電子時計で実行されるストップウォッチ処理の制御手順を示すフローチ
ャートである。
【図８】アナログ電子時計におけるストップウォッチ表示の例を示す図である。
【図９】スマートフォンにおける計測データリスト表示画面を示す平面図である。
【図１０】スマートフォンにおいて実行される計測データ取得処理の制御手順を示すフロ
ーチャートである。
【図１１】計測データリストから選択された計測データの表示画面の例を示す平面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態の速度計測管理システム１の全体構成を示す図である。
【００１３】
　この速度計測管理システム１は、アナログ電子時計４０と、外部機器としてのスマート
フォン１０とにより構成される。アナログ電子時計４０とスマートフォン１０との間では
、Bluetooth通信によるデータの送受信が可能となっている。
【００１４】
　図２は、本発明の電子時計の実施形態であるアナログ電子時計４０の正面図である。
　本実施形態のアナログ電子時計４０は、ケーシング２の内部に、秒針６１と、分針６２
と、時針６３と、速度指針６５と、機能長針６６と、機能短針６７と、機能副針６８とが
、文字盤３の露出された一の面上に回動可能に設けられている。文字盤３の露出面とこれ
らの指針との上部は、図示略の透明な風防ガラスで覆われている。ケーシング２の露出面
に対して側面側には、４個の押しボタンスイッチＢ１～Ｂ４とりゅうずスイッチＣ１が設
けられている。
【００１５】
　秒針６１、分針６２及び時針６３（以降、まとめて時刻指針６１～６３とも記す）は、
文字盤３の略中心に同一の回転軸を有し、文字盤３の周縁部に設けられた標識（時字）や
目盛を指し示す。これにより、秒針６１、分針６２及び時針６３は、時刻を表示する。ま
た、秒針６１には、各種機能モードで動作している場合に、当該機能に応じた表示を行わ
せることが出来る。
【００１６】
　速度指針６５は、文字盤３の４時３０分方向に設けられた小窓５の中で回転するように
配置されている。小窓５には、その周縁部約１８０度の範囲に速度目盛が設けられ、また
、その更に縁側に曜日を示す７つの標識及びアラーム設定モードを示す標識「ＡＬ」が設
けられている。速度指針６５によりこれらの標識のうちの一つが示されることで、アナロ
グ電子時計４０で、基本時計モードや世界時計モード、アラーム設定モードなどであるこ
とが示され、一方、速度目盛に対する指針位置で速度が示される。速度指針６５及び小窓
５により速度表示手段が構成される。
【００１７】
　機能長針６６及び機能短針６７は、文字盤３の９時方向に設けられた小窓６内で回転動
作するように配置されている。小窓６の周縁部には、時刻や時間を示す「３」、「６」、
「９」、「１２」の標識が設けられており、設定された世界の都市における時刻、アラー
ム設定モードにおけるアラーム設定時刻、ストップウォッチモードにおける経過時間やタ
イマーモードにおける残り時間などの各種機能に係る表示を行わせることが出来る。
【００１８】
　機能副針６８は、小窓６に付属して設けられた小窓７内で回転動作するように配置され
ている。小窓７の内部には、午前（ＡＭ）及び午後（ＰＭ）を示す標識「Ａ」、「Ｐ」が
それぞれ設けられている。機能副針６８は、機能長針６６及び機能短針６７により示され
る世界時刻が午前又は午後の何れであるかを示す２４時間針として用いられる。また、機
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能長針６６及び機能短針６７がストップウォッチ機能の時分を示すのに用いられる場合に
は、更に経過時間を２４時間まで示す場合に用いられる。以降では、機能長針６６、機能
短針６７及び機能副針６８をまとめて機能指針６６～６８とも記す。
【００１９】
　文字盤３の小窓５内には、開口部４が設けられている。文字盤３の露出面と反対側には
、文字盤３と平行に日車６４が回転可能に設けられている。日車６４の周縁部には、日付
（１～３１）を表す標識（日付標識）が等間隔で設けられており、日車６４が回転するこ
とで開口部４から一つの日付標識が露出されて日付を表す。
【００２０】
　りゅうずＣ１及び押しボタンスイッチＢ１～Ｂ４は、それぞれ、ユーザからの入力操作
を受け付ける。りゅうずＣ１は、ケーシング２から２段階の引き出しが可能であり、引き
出された状態で回転操作が行われることにより各種設定に用いられる。押しボタンスイッ
チＢ１～Ｂ４は、それぞれ、押下されることで機能モードの種別変更を行い、また、機能
モードごとに割り当てられた動作命令を受け付ける。例えば、ストップウォッチ機能にお
いて、押しボタンスイッチＢ１は、計測を開始又は再開する場合、及び計測中に計測を中
断又は終了する場合に押下される。また、押しボタンスイッチＢ２は、経過時間の計測中
にラップタイムを取得する場合、ラップタイムに係る表示を解除する場合、及び計測の終
了後に表示及び計測値をリセットする場合に用いられる。
【００２１】
　押しボタンスイッチＢ３は、時計表示機能やストップウォッチ機能など各種機能に係る
表示を切り替える場合に用いられる。更に、押しボタンスイッチＢ３は、長押し等により
Bluetoothによる通信動作の可否を切り替える際に用いられる。これらの切り替えは、表
示中の機能や当該機能に係る動作状態とは関係なく行われ、例えば、ストップウォッチの
計測中に押しボタンスイッチＢ３が押下されて他の機能に係る表示に移行しても、再度ス
トップウォッチ機能に係る表示状態に戻ると、その時点で計測されている値を用いて表示
を再開する。押しボタンスイッチＢ４は、スマートフォン１０にBluetoothによる通信の
接続を要求して通信接続を行う際に用いられる。また、押しボタンスイッチＢ４は、通信
の切断にも用いられる。
【００２２】
　りゅうずスイッチＣ１は、アラーム設定モードにおいてアラーム設定時刻を設定する場
合やオンオフを切り替える場合、タイマーモードで設定時間を定める場合、世界時計モー
ドで時刻を表示させる都市の設定を行う場合などに、引き出された状態で回転される。
【００２３】
　図３は、アナログ電子時計４０の内部構成を示すブロック図である。
　アナログ電子時計４０は、ＣＰＵ４１（Central Processing Unit）（速度算出手段、
速度表示制御手段、データ出力手段、経過時間表示制御手段）と、ＲＯＭ４２（Read Onl
y Memory）と、ＲＡＭ４３（Random Access Memory）と、発振回路４４と、分周回路４５
と、計時回路４６と、操作部４７（操作手段）と、Bluetoothモジュール４８（通信手段
）、ＵＡＲＴ４９（Universal Asynchronous Receiver/Transmitter）及びアンテナＡＮ
４と、電源部５０と、駆動回路５１と、照明部５２及びそのドライバ５３と、ブザー部５
４及びそのドライバ５５と、バス５６と、上述の秒針６１、分針６２、時針６３、日車６
４、速度指針６５、機能長針６６、機能短針６７及び機能副針６８と、輪列機構７１～７
４と、ステッピングモータ８１～８４と、などを備える。
【００２４】
　ＣＰＵ４１は、各種演算処理を行い、アナログ電子時計４０の全体動作を統括制御する
。ＣＰＵ４１は、ＲＯＭ４２から読み出された制御プログラムをＲＡＭ４３にロードして
時刻表示動作やストップウォッチの計時、表示動作などの各種動作に係る処理を行う。
【００２５】
　ＲＯＭ４２は、マスクＲＯＭや書き換え可能な不揮発性メモリなどであり、予め格納さ
れた制御プログラムや初期設定データが記憶されている。制御プログラムの中には、Blue
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tooth通信に係る接続制御プログラム４２１が含まれ、通信接続の確立及びその維持や、
データ送受信がないまま通信接続が続いている場合に当該接続を解除するための処理など
が行われる。
【００２６】
　ＲＡＭ４３は、ＳＲＡＭやＤＲＡＭなどの揮発性のメモリであり、ＣＰＵ４１に作業用
のメモリ空間を提供して一時データを記憶すると共に、各種設定データを記憶する。この
ＲＡＭ４３には、ストップウォッチ機能において計測された計測時間を記憶する計測時間
記憶部４３１と、計測時間から速度を算出するための距離を記憶する距離設定記憶部４３
２とが含まれる。
【００２７】
　発振回路４４は、予め定められた所定の周波数信号を生成して出力する。この発振回路
４４には、例えば、水晶発振器が用いられている。
【００２８】
　分周回路４５は、発振回路４４から入力された周波数信号を計時回路４６やＣＰＵ４１
が利用する周波数の信号に分周して出力する。この出力信号の周波数は、ＣＰＵ４１によ
る設定に基づいて変更することが可能であっても良い。また、発振回路４４の周波数のま
ま出力しても良い。ＣＰＵ４１がこの分周回路４５から出力される信号を計数することで
、ストップウォッチ機能やタイマー機能が実現される。また、ＣＰＵ４１及び分周回路４
５により時間計測手段が構成される。
【００２９】
　計時回路４６は、入力された信号の回数を計数して初期値に加算することで現在の日時
を計数する。
【００３０】
　操作部４７は、ユーザからの入力操作を受け付けて、当該入力操作に応じた電気信号を
入力信号としてバス５６を介してＣＰＵ４１に出力する。この操作部４７には、上述の押
しボタンスイッチＢ１～Ｂ４及びりゅうずスイッチＣ１が含まれている。
【００３１】
　Bluetoothモジュール４８は、アンテナＡＮ４を介して外部の電子機器との間でBluetoo
th通信を行うための制御モジュールである。ＣＰＵ４１からバス５６を介して送られた送
信データは、ＵＡＲＴ４９でシリアル／パラレル変換などの処理が行われて、Bluetooth
モジュール４８で変調され、外部機器に送信される。また、アンテナＡＮ４を介してBlue
toothモジュール４８により受信された受信データは、復調された後、ＵＡＲＴ４９でシ
リアル／パラレル変換などの処理が行われて、バス５６を介してＣＰＵ４１へ出力される
。Bluetoothモジュール４８の動作は、ＣＰＵ４１により独自にオンオフの制御がなされ
る。
【００３２】
　電源部５０は、アナログ電子時計４０の動作に係る電力を所定の電圧で供給する。電源
部５０には、ここでは、ソーラバッテリと二次電池が用いられている。文字盤３の露出面
に入射した光により図示略のソーラパネルで起電力が生じて、ＣＰＵ４１やBluetoothモ
ジュール４８などに供給されると共に、余剰電力が生じた場合には、二次電池に蓄電され
る。ソーラパネルへの光の入射量が不足している場合には、この二次電池から電力が供給
される。このソーラバッテリと二次電池による電力供給は、通常の時刻表示が長期間（例
えば、年単位）維持されるのに十分であるが、Bluetoothモジュール４８などの消費電力
の大きい動作には、必要以上に長時間用いられないことが望ましい。
【００３３】
　駆動回路５１は、ＣＰＵ４１からバスを介して入力された制御信号に従ってステッピン
グモータ８１～８４に所定電圧の駆動パルスを出力する。駆動回路５１は、アナログ電子
時計４０の状態などに応じて駆動パルスの長さ（パルス幅）を変更させることが出来る。
また、複数の指針を同時に駆動させる制御信号が入力された場合に、負荷のピークを低減
させるために僅かに駆動パルスの出力タイミングをずらしたりすることが出来る。



(7) JP 6269237 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

【００３４】
　照明部５２は、例えば、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を備え、ドライバ５３から入
力される駆動電圧信号により当該ＬＥＤを点灯させて文字盤３の露出面及び指針を照明す
る。
【００３５】
　ブザー部５４は、例えば、圧電素子を備え、ドライバ５５から供給される所定の駆動電
圧信号によって当該圧電素子が振動して可聴域周波数の信号を出力することでビープ音を
発生する。
【００３６】
　ステッピングモータ８１は、複数の歯車の配列である輪列機構７１を介して秒針６１を
回転動作させる。ステッピングモータ８２は、輪列機構７２を介して分針６２及び時針６
３を連動して回転動作させる。ステッピングモータ８３は、輪列機構７３を介して日車６
４及び速度指針６５を連動して回転動作させる。ステッピングモータ８４は、輪列機構７
４を介して機能長針６６、機能短針６７及び機能副針６８を連動して回転動作させる。
【００３７】
　ステッピングモータ８１～８４が一回駆動されるごとに各指針が何度回転するかは、そ
れぞれ、輪列機構７１～７４における歯車の配列により定められる。例えば、ここでは、
秒針６１及び機能長針６６は、ステッピングモータ８１、８４がそれぞれ１回駆動される
ごとに６度回転されるように輪列機構７１、７４が構成され、分針６２及び速度指針６５
は、ステッピングモータ８２、８３がそれぞれ１回駆動されるごとに１度回転されるよう
に輪列機構７２、７３が構成されている。
【００３８】
　時針６３は、分針６２の回転に対して１／１２の回転角度で回転する。従って、分針６
２が１０秒ごとに１度回転されることで文字盤３上を６０分で一周するのに対し、時針６
３は、文字盤３上で３０度回転する。そして、分針６２が１２時間で１２周する間に時針
６３は文字盤３上で１周する。
【００３９】
　日車６４は、速度指針６５が小窓５内で１２周する間に日車６４上の日付を示す日付標
識が１日分回転移動する。従って、速度指針６５が小窓５内で３７２周することで、日車
６４が１周する。即ち、速度指針６５が一周以下の範囲で前後に回転移動しても、開口部
４から露出される日付標識は、殆どずれずに同一の日付が露出され続ける。
【００４０】
　機能短針６７は、機能長針６６の回転に対して１／１２の回転角度で回転する。従って
、機能長針６６が１分ごとに６度ずつ回転されることで小窓６内を６０分で一周するのに
対し、機能短針６７は、小窓６内で３０度回転する。そして、機能長針６６が１２時間で
１２周する間に機能短針６７は小窓６内で一周する。
【００４１】
　機能副針６８は、機能長針６６の回転に対して１／２４の回転角度で回転する。従って
、機能長針６６が小窓６内で一周する間に、機能副針６８は、小窓７内で１５度回転し、
機能長針６６が小窓６内で２４周する間に、機能副針６８は、小窓７内で一周する。
【００４２】
　時刻指針６１～６３、日車６４、速度指針６５、機能指針６６～６８は、特には限られ
ないが、正転方向（時刻が進む方向、文字盤３の露出面側から見て右回り）に９０ｐｐｓ
（pulse per second）で回転移動可能であり、また、逆転方向に３２ｐｐｓで回転移動可
能となっている。
【００４３】
　図４は、本発明の外部機器の実施形態であるスマートフォン１０の内部構成を示すブロ
ック図である。
【００４４】
　スマートフォン１０は、ＣＰＵ１１（設定手段、設定値出力手段）と、ＲＯＭ１２と、
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ＲＡＭ１３と、記憶部１４と、内蔵時計１５と、表示部１６及びそのドライバ１７と、操
作部１８（外部操作手段）と、スピーカ１９と、マイク２０と、コーデック２１と、ＲＦ
送受信回路２２と、ＲＦ通信電波の送受信用のアンテナＡＮ１１と、通信回路２３と、Bl
uetoothモジュール２４（外部通信手段）と、ＵＡＲＴ２５と、Bluetooth通信に係る電波
送受信用のアンテナＡＮ１２と、ＧＰＳ受信処理部２６及びそのアンテナＡＮ１３と、振
動モータ２７及びそのドライバ２８と、バス２９などを備えている。
【００４５】
　ＣＰＵ１１は、各種演算処理を行い、スマートフォン１０の全体動作の統括制御を行う
。また、ＣＰＵ１１は、時計管理アプリ１４１の各プログラムにより、アナログ電子時計
４０のストップウォッチ機能に係る設定を行い、また、アナログ電子時計４０から取得さ
れた計測値の管理を行う。
【００４６】
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵ１１が実行する種々のプログラムや初期設定データを格納する。
ＲＯＭ１２には、マスクＲＯＭや書き換え可能な不揮発性メモリが用いられる。
　ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１に作業用のメモリ空間を提供し、作業用の一時データを記憶
する揮発性メモリである。ＲＡＭ１３には、Bluetooth通信で接続されるアナログ電子時
計４０の情報が接続先情報１３１として記憶される。
【００４７】
　記憶部１４は、読み書き可能な不揮発性のメモリであり、例えば、フラッシュメモリや
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory）である。
また、この不揮発性メモリは、内蔵型若しくはＳＤカードなどの着脱可能なもの又はこれ
らの組み合わせの何れであっても良い。この記憶部１４には、時計管理アプリ１４１及び
ストップウォッチデータ管理部１４２が含まれている。ＣＰＵ１１は、この時計管理アプ
リ１４１を読み出して実行し、アナログ電子時計４０の各種動作に係る設定を行ったり、
アナログ電子時計４０で計測されたデータを取得して管理、編集や利用を行ったりするこ
とが出来る。ストップウォッチデータ管理部１４２には、当該時計管理アプリ１４１によ
りアナログ電子時計４０に設定される各種設定データやアナログ電子時計４０で計測され
、取得されたデータが記憶される。
【００４８】
　内蔵時計１５は、現在時刻を計数して保持するカウンタである。スマートフォン１０で
は、この現在時刻が読み出されて、表示部１６に表示される。また、当該現在時刻データ
と各種機能に係る設定時刻データとが比較されて種々の動作が行われたりする。この内蔵
時計１５の現在時刻データは、ＲＦ送受信回路２２による携帯電話の基地局との通信時に
、随時当該基地局から取得される時刻データにより修正される。
【００４９】
　表示部１６は、例えば、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）を備える。ＣＰＵ１１から送られ
た制御信号により動作するドライバ１７（液晶ドライバ）は、ＬＣＤを駆動してスマート
フォン１０の各種機能に係る表示を行わせる。この表示部１６は、他の表示方式の表示画
面、例えば、有機ＥＬＤ（Electro-Luminescent Display）を備えても良く、ドライバ１
７は、表示画面の表示方式に応じて適宜選択される。
【００５０】
　操作部１８は、タッチセンサを備え、表示部１６のＬＣＤ画面上におけるユーザのタッ
チ操作位置と操作内容とを検出して当該操作に応じた電気信号を発生させて、入力信号と
してＣＰＵ１１に出力する。操作部１８は、更に、一又は複数の操作キーやスイッチを備
え、ユーザが当該操作キーやスイッチに対して行った操作に基づく入力信号をＣＰＵ１１
に出力する構成であっても良い。
【００５１】
　スピーカ１９は、コーデック２１からの信号に基づいて電気信号を音声信号に変換して
音声を出力する。また、マイク２０は、音波を検知して電気信号に変換し、コーデック２
１に出力する。コーデック２１は、符号化圧縮されたデジタル音声信号をデコードしてア
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ナログ信号としてスピーカ１９へ送るとともに、マイク２０から取得された音声信号をエ
ンコードしてＣＰＵ１１や通信回路２３へ出力する。なお、通話用のスピーカとその他の
報知音などを外部に出力するためのスピーカとを別個に備えることとしても良い。
【００５２】
　ＲＦ送受信回路２２は、ＲＦ通信の送受信用のアンテナＡＮ１１を用いて携帯電話の通
信基地局との間で行われる電話通信データやメール通信データの送受信処理を行う。また
、通信回路２３は、ＲＦ送受信回路２２により送受信される送受信データに係る各種処理
を行い、ＣＰＵ１１やコーデック２１との間でデータの受け渡しを行う。
【００５３】
　Bluetoothモジュール２４は、アンテナＡＮ１２を介してアナログ電子時計４０などの
外部機器との間でBluetooth通信を行うための制御モジュールである。ＣＰＵ１１から送
られた送信データは、ＵＡＲＴ２５でシリアル／パラレル変換などの処理が行われて、Bl
uetoothモジュール２４から外部機器に送信される。また、外部機器からBluetoothモジュ
ール２４を用いて受信された受信データは、ＵＡＲＴ２５でパラレル／シリアル変換など
の処理が行われて、ＣＰＵ１１へ出力される。
【００５４】
　ＧＰＳ受信処理部２６は、アンテナＡＮ１３を介してＧＰＳ（Global Positioning Sys
tem）を始めとする測位システムに係る測位衛星からの電波を受信して復調、復号及び解
読する処理を行うと共に、複数衛星から電波から解読されたデータに基づいて位置や日時
を算出し、ＣＰＵ１１に出力する。
【００５５】
　振動モータ２７は、振動を発することでユーザに報知を行うためのものである。ＣＰＵ
１１からドライバ２８に制御信号が送られると、ドライバ２８は、振動モータ２７を動作
させるのに必要な電圧信号に変換して出力する。振動モータ２７としては、例えば、回転
モータが用いられる。
【００５６】
　スマートフォン１０の電源には、例えば、充電可能なリチウムイオン電池が用いられる
。
　ＲＦ送受信回路２２、Bluetoothモジュール２４お呼びＧＰＳ受信処理部２６には、ス
マートフォン１０全体の電源操作とは別に、個別に電源供給をオンオフする制御が可能と
なっている。
【００５７】
　次に、本実施形態の速度計測管理システム１における速度計測動作について説明する。
　この速度計測管理システム１では、スマートフォン１０において単位距離（設定値）の
設定を行い、当該単位距離をアナログ電子時計４０に転送する。アナログ電子時計４０で
は、当該単位距離と計測時間とに基づいて平均速度を算出し、表示を行う。
【００５８】
　図５は、スマートフォン１０における単位距離設定画面を示す平面図である。
【００５９】
　スマートフォン１０において時計管理アプリ１４１が実行され、ストップウォッチ管理
プログラムが起動されると、メニュー表示がなされて、単位距離を設定するメニュー「Ｄ
ｉｓｔａｎｃｅ」と計測データを読み出すメニュー「Ｄａｔａ　Ｂｏｏｋ」とが選択可能
となる。ここでは、単位距離の設定メニュー「Ｄｉｓｔａｎｃｅ」１６ａが選択されて、
当該単位距離設定画面が表示される。
【００６０】
　この単位距離設定画面では、単位距離を直接入力する入力ボックス１６ｂと、既に設定
された中から選択する単位距離設定リスト１６ｃとが表示される。入力ボックス１６ｂに
数値を入力してセットボタン１６ｄをタップする（又はタッチなど、予め設定された選択
動作）、又は、単位距離設定リスト１６ｃの中から選択対象の距離が示された行をタップ
する動作により、設定対象の距離が選択される。
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【００６１】
　図６は、スマートフォン１０における単位距離設定処理のＣＰＵ１１による制御手順を
示すフローチャートである。
【００６２】
　この単位距離設定処理は、上述の単位距離を設定するメニュー「Ｄｉｓｔａｎｃｅ」１
６ａが選択された場合に当該選択に応じて開始される。
　単位距離設定処理が開始されると、ＣＰＵ１１は、アナログ電子時計４０にBluetooth
による通信の接続を要求し、通信接続を行う（ステップＳ１０１）。それから、ＣＰＵ１
１は、ユーザからの距離入力又はリスト表示された距離からの選択入力を待ち受けて、入
力があったか否かを判別する（ステップＳ１０２）。直接入力又は選択入力がないと判別
された場合には（ステップＳ１０２で“ＮＯ”）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１０２の処
理を繰り返して引き続き入力を待ち受ける。
【００６３】
　直接入力又は選択入力があったと判別された場合には（ステップＳ１０２で“ＹＥＳ”
）、ＣＰＵ１１は、当該入力された距離を取得して、アナログ電子時計４０における単位
処理として設定する（ステップＳ１０３）。
【００６４】
　ＣＰＵ４１は、更に、ユーザからアナログ電子時計４０への送信の入力があったか否か
を判別する（ステップＳ１０４）。送信要求があった場合には（ステップＳ１０４で“Ｙ
ＥＳ”）、ＣＰＵ１１は、設定された単位距離をアナログ電子時計４０に送信する（ステ
ップＳ１０５）。そして、ＣＰＵ１１の処理は、ステップＳ１０６に移行する。送信要求
が無かったと判別された場合には（ステップＳ１０４で“ＮＯ”）、ＣＰＵ１１の処理は
、そのままステップＳ１０６に移行する。
【００６５】
　ＣＰＵ１１は、アナログ電子時計４０とのBluetoothによる通信接続を解除する（ステ
ップＳ１０６）。そして、ＣＰＵ１１は、単位距離設定処理を終了する。
　なお、ステップＳ１０１、Ｓ１０６の処理に係るアナログ電子時計４０との通信接続は
、単位距離設定処理の最初と最後ではなく、実際にデータ送信を送るタイミングでのみ行
っても良い。また、ステップＳ１０１の処理は、アナログ電子時計４０からBluetoothに
よる通信の接続の要求を受信し、通信接続を行うものであっても良い。また、通信接続の
解除は、このようにタイミングを指定せずに、所定時間、例えば、３分間データの送受信
がない場合に自動的に行われても良い。また、ステップＳ１０３の処理で単位距離が設定
された場合に、通信接続が確立されている場合には、ステップＳ１０４の処理を挟まずに
自動的にアナログ電子時計４０へ当該単位距離を送信しても良い。
【００６６】
　アナログ電子時計４０では、単位距離が設定された状態でストップウォッチによる計測
が行われた場合、当該計測時間を機能指針６６～６８及び秒針６１によりリアルタイムで
表示させると共に、ラップタイム（期間値）など、単位距離に対応する経過時間が得られ
る毎に当該単位距離に基づいてそれぞれ当該期間（複数の期間）の平均速度を算出し、こ
の算出された平均速度を速度指針６５により小窓５内で表示させる。
　即ち、機能指針６６～６８及び秒針６１により時間指針が構成される。
【００６７】
　ここで、同一コースを周回する場合には、一の単位距離が設定されることで、毎周回の
ラップタイムを取得することが出来るが、ロードレースなどで異なる距離間隔のチェック
ポイントを通過していくような場合には、複数の区間距離に順番を付して単位距離として
設定することも出来る。
【００６８】
　図７は、アナログ電子時計４０で実行されるストップウォッチ処理のＣＰＵ４１による
制御手順を示すフローチャートである。
　このストップウォッチ処理は、ユーザによりストップウォッチモードが呼び出されて計
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測開始動作が行われることで開始される。
【００６９】
　ストップウォッチ処理が開始されると、ＣＰＵ４１は、先ず、経過時間の計測を開始す
ると共に、駆動回路５１に制御信号を出力して機能指針６６～６８及び秒針６１に当該経
過時間の表示を開始させる（ステップＳ４０１）。また、ＣＰＵ４１は、スマートフォン
１０から取得されてＲＡＭ４３の距離設定記憶部４３２に記憶された単位距離を読み出し
ておく（ステップＳ４０２）。なおこの単位距離は、後述のステップＳ４０６、Ｓ４２６
、Ｓ４４６で利用される場合に随時読み出されても良い。
【００７０】
　ＣＰＵ４１は、ユーザによる操作部４７への入力操作イベントが検出されたか否かを判
別する（ステップＳ４０３）。イベントが検出されていないと判別された場合には（ステ
ップＳ４０３で“ＮＯ”）、ＣＰＵ４１は、ステップＳ４０３の処理を繰り返してイベン
トが検出されるまで待ち受ける。
【００７１】
　イベントが検出されたと判別された場合には（ステップＳ４０３で“ＹＥＳ”）、ＣＰ
Ｕ４１は、検出されたイベントが経過時間の計数のストップ操作であるか否かを判別する
（ステップＳ４０４）。ストップ操作の検出であると判別された場合には（ステップＳ４
０４で“ＹＥＳ”）、ＣＰＵ４１は、経過時間の計測を中止し、また、駆動回路５１への
制御信号の出力を中止して機能指針６６～６８及び秒針６１を停止させる（ステップＳ４
０５）。ＣＰＵ４１は、単位距離に基づいて直近のラップタイム、当該区間の平均速度、
合計時間、合計距離及び全体の平均速度を算出する（ステップＳ４０６）。そして、ＣＰ
Ｕ４１の処理は、ステップＳ４０７に移行する。
【００７２】
　ストップ操作の検出ではないと判別された場合には（ステップＳ４０４で“ＮＯ”）、
ＣＰＵ４１は、ラップタイムの取得を要求する操作の検出であるか否かを判別する（ステ
ップＳ４２４）。ラップタイムの取得を要求する操作の検出であると判別された場合には
（ステップＳ４２４で“ＹＥＳ”）、ＣＰＵ４１は、当該タイミングにおける経過時間を
取得し、前回のラップタイム取得タイミングからの経過時間（ラップタイム）を算出する
。また、ＣＰＵ４１は、駆動回路５１への制御信号の出力を中止して、機能指針６６～６
８及び秒針６１を停止させる（ステップＳ４２５）。ＣＰＵ４１は、単位距離とラップタ
イムとに基づいて平均速度を算出する（ステップＳ４２６）。それから、ＣＰＵ４１の処
理は、ステップＳ４０７に移行する。
【００７３】
　ラップタイムの取得を要求する操作の検出ではないと判別された場合には（ステップＳ
４２４で“ＮＯ”）、ＣＰＵ４１は、スプリットタイムの取得を要求する操作の検出であ
るか否かを判別する（ステップＳ４４４）。スプリットタイムの取得を要求する操作の検
出であると判別された場合には（ステップＳ４４４で“ＹＥＳ”）、ＣＰＵ４１は、当該
タイミングにおける経過時間を取得してスプリットタイムとする。また、ＣＰＵ４１は、
駆動回路５１への制御信号の出力を中止して、機能指針６６～６８及び秒針６１を停止さ
せる（ステップＳ４４５）。ＣＰＵ４１は、これまでにスプリットタイムが取得された区
間の距離を合計した累積距離とスプリットタイムとに基づいて平均速度を算出する（ステ
ップＳ４４６）。それから、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ４０７に移行する。
【００７４】
　スプリットタイムの取得を要求する操作の検出ではないと判別された場合には（ステッ
プＳ４４４で“ＮＯ”）、ＣＰＵ４１は、経過時間の計測とは関係ない他の処理を実行し
（ステップＳ４６５）、それから、ＣＰＵ４１の処理は、ステップＳ４０３に戻る。
【００７５】
　ステップＳ４０７の処理に移行すると、ＣＰＵ４１は、取得された経過時間、ラップタ
イム、スプリットタイム、平均速度などのデータを距離設定記憶部４３２に記憶させる（
ステップＳ４０７）。このとき記憶されるデータには、表示されていない区間番号が自動
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的に昇順で付される。また、ＣＰＵ４１は、駆動回路５１に制御信号を送って速度指針６
５を動作させ、算出された平均速度を表示させる（ステップＳ４０８）。ここで表示させ
る平均速度は、ストップ操作時であっても最後のラップタイムに基づく平均速度とするこ
とが出来る。また、ユーザの操作部４７への入力操作に基づいて、最後のラップタイムに
基づく平均速度と合計の継続時間に基づく平均速度との表示を切り替え可能としても良い
。また、予めどちらを優先的に表示させるかをアナログ電子時計４０又はスマートフォン
１０において設定しておくことが可能な構成としても良い。
【００７６】
　ＣＰＵ４１は、ユーザからの入力操作を待ち受けて、入力操作イベントが検出されたか
否かを判別する（ステップＳ４０９）。検出されないと判別された場合には（ステップＳ
４０９で“ＮＯ”）、ＣＰＵ４１は、ステップＳ４０９の処理を繰り返して引き続き入力
操作を待ち受ける。
【００７７】
　入力操作イベントが検出されたと判別された場合には（ステップＳ４０９で“ＹＥＳ”
）、ＣＰＵ４１は、検出されたイベントが経過時間計測のストップ後のリセット操作であ
るか否かを判別する（ステップＳ４１０）。ストップ後のリセット操作であると判別され
た場合には（ステップＳ４１０で“ＹＥＳ”）、ＣＰＵ４１は、機能指針６６～６８、秒
針６１及び速度指針６５の位置と、現在の計測値とを初期化して（ステップＳ４１１）、
ストップウォッチ処理を終了する。
【００７８】
　ストップ後のリセット操作ではないと判別された場合には（ステップＳ４１０で“ＮＯ
”）、ＣＰＵ４１は、経過時間の表示を再開させる（ステップＳ４１２）。このとき、ス
トップ時の表示からの復帰の場合には、中止していた計数を再開すると共に前回の計測時
間に加算して経過時間を計数させる。ラップタイム表示からの復帰の場合には、当該ラッ
プタイム取得タイミングからの経過時間を表示させ、また、スプリットタイム表示からの
復帰の場合には、最初の計測開始タイミングからの経過時間を表示させる。それから、Ｃ
ＰＵ４１の処理は、ステップＳ４０３に戻る。
【００７９】
　図８は、アナログ電子時計４０におけるストップウォッチ表示の例を示す図である。
　図８（ａ）に示すように、計測の開始時には、機能指針６６～６８、秒針６１及び速度
指針６５が初期値「０」の位置に移動される。このとき、分針６２及び時針６３には、現
在時刻の表示を続けさせておくことが出来る。
【００８０】
　図８（ｂ）に示すように、合計計測時間、ラップタイムやスプリットタイムが取得され
ると、機能指針６６～６８及び秒針６１によって当該ラップタイムが表示される。ここで
は、機能短針６７及び機能副針６８の表示が時間単位の値を表し、機能長針６６が分単位
の値を表し、秒針６１が秒単位の値を表す。また、当該周回の平均速度が算出されると、
速度指針６５がこの平均速度を表示する。速度指針６５による平均速度の表示のさせ方と
しては、前回の周回の平均速度と今回の周回の平均速度とを交互に表示させても良い。更
に、前回の周回の平均速度を１秒間表示させ、次いで、今回の周回の平均速度を３秒間表
示させる、というように、表示時間を変えて交互に表示させても良い。また、今までの周
回の平均速度の最高値と、今回の周回の平均速度とを交互に表示させても良い。
　ここで、ストップウォッチ機能における計測は、分周回路４５からの周波数信号の精度
に応じて、例えば、１ミリ秒単位で行うことが可能であるが、ラップタイムや平均速度が
必ずしもこれらと同一の精度で表示される必要はなく、ここでは、１秒単位、１０ｋｍ／
ｈ単位でそれぞれ表示されている。
【００８１】
　次に本実施形態の速度計測管理システム１における計測時間データ及び速度データの管
理について説明する。
　この速度計測管理システム１では、アナログ電子時計４０のストップウォッチモードで
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計測されたデータをスマートフォン１０に出力転送して管理させることが出来る。
【００８２】
　図９は、スマートフォン１０における計測データリスト表示画面を示す平面図である。
【００８３】
　ここでは、ストップウォッチ管理プログラムにおいて、取得データ履歴を読み出すメニ
ュー「Ｄａｔａ　Ｂｏｏｋ」１６ｅを選択することで、表示画面には、過去に取得された
計測データリスト１６ｇが表示されると共に、新たなラップタイムデータをアナログ電子
時計４０から取得する取得コマンド「ＧＥＴ　ＬＡＰ　ＤＡＴＡ」１６ｆが選択可能にな
る。スプリットタイムや単純な計測時間についても、同様に表示を切り替えて取得可能で
ある。
【００８４】
　図１０は、スマートフォン１０において実行される計測データ取得処理のＣＰＵ１１に
よる制御手順を示すフローチャートである。
　この計測データ取得処理は、上述の取得コマンド１６ｆがタップされて選択された場合
に開始される。
【００８５】
　計測データ取得処理が開始されると、ＣＰＵ１１は、先ず、アナログ電子時計４０にBl
uetoothによる通信接続を要求する（ステップＳ１２１）。通信接続がなされるとＣＰＵ
１１は、アナログ電子時計４０に計測データの送信を要求する（ステップＳ１２２）。Ｃ
ＰＵ１１は、計測データを取得してストップウォッチデータ管理部１４２に記憶させ（ス
テップＳ１２３）、アナログ電子時計４０との通信接続を解除する（ステップＳ１２４）
。そして、ＣＰＵ１１は、計測データ取得処理を終了する。なお、ステップＳ１２１の処
理は、アナログ電子時計４０からBluetoothによる通信の接続の要求を受信し、通信接続
を行うものであっても良い。
【００８６】
　このようにして取得されたデータは、図９に示した計測データリスト１６ｇに追加され
て選択可能となる。
【００８７】
　図１１は、計測データリスト１６ｇから選択された計測データの表示画面の例を示す平
面図である。
【００８８】
　スマートフォン１０の表示画面では、取得されたラップタイムデータ１６ｈが周回番号
「００１」～「００７」と共に１ミリ秒単位で完全に表示される。また、これらのデータ
は、必要に応じて表示順がソートされたり、グラフ表示されたりといった各種処理が可能
となっている。
【００８９】
　以上のように、本実施形態のアナログ電子時計４０は、ユーザの操作を受け付ける操作
部４７と、スマートフォン１０との通信を行うBluetoothモジュール４８と、回動可能に
設けられた速度指針６５と、発振回路６４及び分周回路６５と、ＣＰＵ４１などを備える
。
　ＣＰＵ４１は、操作部４７への操作により指定されたタイミング間の時間を分周回路６
５から入力される周波数信号に基づいて計測し、スマートフォン１０からBluetoothモジ
ュール４８により取得された単位距離の設定値を、計測された時間で除すことで速度を算
出し、速度指針６５を回動させてこの算出された速度を表示させる。
　従って、電子時計のストップウォッチ機能を用いた容易な時間計測が行われつつ、計測
された経過時間に基づく速度の算出及び表示をより容易且つ読み取り易く行うことが出来
る。
　特に、アナログ電子時計４０では設定が難しかった距離をスマートフォン１０で設定し
てアナログ電子時計４０に送信することにより、計測時間から容易に速度を算出して、速
度指針６５による速度専用の表示をユーザに読み取りやすい形で行うことが出来る。
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　また、特に、腕時計といった装着型のアナログ電子時計を用いることで、常時手で保持
し続け難く、また、操作時にいちいち収納部から取り出したりする必要があるなどで、ス
マートフォン１０での計測が行いづらい状況でもアナログ電子時計４０で容易且つ正確な
計測を行い、且つ、速度情報を取得することが出来る。
【００９０】
　また、計測された時間のデータは、Bluetoothモジュール４８によりスマートフォン１
０に出力することが可能となっているので、アナログ電子時計４０で表示させるだけでは
なく、外部で種々の処理や解析を行い、より有効に活用することが出来る。
【００９１】
　また、操作部４７からの入力操作に基づいてラップタイムを各々期間値として取得可能
であり、複数期間のラップタイムに対してそれぞれ設定、取得された単位距離を用いて複
数期間それぞれの速度を算出することが出来る。従って、周回時間に基づく各周回での速
度を容易に算出、表示させることが可能なのはもちろん、各ラップタイムに係る単位距離
が異なる場合で各々に対して当該単位距離が設定される必要がある場合でも、スマートフ
ォン１０を用いて容易に設定し、アナログ電子時計４０では、容易に計測時間を速度値に
換算して表示させることが出来る。
【００９２】
　また、秒針６１及び機能指針６６～６８を用いて、計測開始からの時間や各期間のラッ
プタイムなどをリアルタイムで表示させることが出来るので、通常のストップウォッチ機
能と速度表示とを併用してよりユーザが速度計測に係る情報の取得を容易に行うことが出
来る。
【００９３】
　また、計測時間のデータをBluetoothモジュール４８によりスマートフォン１０に出力
する際には、計測データを測定可能な精度で出力可能であるのに対し、速度指針６５や秒
針６１及び機能指針６６～６８による速度や経過時間の表示は、ユーザの必要な範囲で精
度を落として表示させることが出来る。従って、アナログ電子時計４０の指針動作を必要
以上に高精度化することによるコストの上昇や、複雑な指針表示に伴いユーザがむしろ値
を知得しづらくなるのを防ぐ一方で、容易にデータを閲覧、処理することが可能なスマー
トフォン１０では、高精度なデータを表示、処理させることが可能となる。
【００９４】
　また、アナログ電子時計４０を、ユーザ操作を受け付ける操作部１８と、アナログ電子
時計４０と通信を行うBluetoothモジュール２４とを備え、操作部１８への入力操作に基
づいて単位距離を設定する値を定めて、Bluetoothモジュール２４により当該設定された
単位距離の値をアナログ電子時計４０に出力するスマートフォン１０と組み合わせて速度
計測管理システムを構成することで、アナログ電子時計４０の設定データをスマートフォ
ン１０で設定管理することが出来るので、速度表示に係る距離の設定が容易になり、アナ
ログ電子時計４０におけるストップウォッチ計測に基づいて、容易且つ見やすい速度の表
示が可能になる。
【００９５】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、様々な変更が可能である。
　例えば、上記実施の形態では、速度指針６５をモードや曜日の表示と併用して用いるこ
ととしたが、他の用途に用いられる指針で速度表示を併用したり、独立に速度表示用の指
針を設けたりしても良い。同様に、経過時間を表示する指針も上記実施の形態で示した例
に限られず、他の指針で表示を行っても良い。また、通常では、経過時間を表示し、ラッ
プタイムの取得時や計測終了時には、この経過時間を表示する指針と同一の指針又はその
一部の指針で一時的に速度を表示させても良い。
【００９６】
　また、上記実施の形態では、機能短針６７及び機能副針６８で時、機能長針６６で分、
秒針６１で秒を表示させることとしたが、表示の必要な精度に応じて、例えば、機能短針
６７及び機能副針６８で分、機能長針６６で秒、秒針６１で１／２０秒を表示させること
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としても良い。また、これらの表示精度を切り替え可能としても良い。
【００９７】
　また、上記実施の形態では、Bluetooth通信を用いてアナログ電子時計４０とスマート
フォン１０との間でデータ送受信を行うこととしたが、通信方法はこれに限られない。他
の通信方法、例えば、無線ＬＡＮ、赤外線通信や有線接続であっても良い。但し、電力消
費が大きくなく、また、ケーブル接続用のプラグや受信部のモジュールなどのサイズで大
型化の必要が無いものがより好ましい。
【００９８】
　また、上記実施の形態では、単位距離を設定して移動速度を算出することとしたが、求
められる速度はこれに限られない。重量、体積や容積、温度、湿度、高度、気圧、光量、
輝度、コンピュータ、機械やユーザの各種動作や処理など、定量的に計測することが出来
るものの変化の速さであれば、どんなものであっても良い。
【００９９】
　また、上記実施の形態では、文字盤に０－３００ｋｍ／ＵＮＩＴの標識が設けられてい
るが、表示単位は任意である。例えば、０－１までの範囲で標識を設け、有効数字２－３
桁程度の任意の値を表示可能とすることが出来る。また、どのような範囲であっても均等
間隔で標識を設けることが出来るので、間の値を読み取るのが容易になる。
【０１００】
　また、上記実施の形態では、ラップタイムの表示とスプリットタイムの表示の何れも可
能としたが、何れか一方、又は、単純に開始と終了のみの単純な計測であっても良い。或
いは、予め設定しておくことで、一回の計測でラップタイムとスプリットタイムのうち何
れか一方が表示可能としても良い。
　また、上記実施の形態では、アナログ電子時計４０で機能短針６７及び機能副針６８で
時を表示させ、機能長針６６で分を表示させ、また、秒針６１で秒を表示させることとし
たが、液晶表示などのデジタル電子時計又は液晶表示画面とアナログ表示とが併用された
電子時計であっても良く、速度指針６５と小窓５とによる速度表示は、液晶表示などのデ
ジタル表示であっても良い。
【０１０１】
　また、通信接続される外部機器は、スマートフォンに限られず、携帯電話、タブレット
端末、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、モバイルＰＣなど、単位距離の設定や、
データの処理及び閲覧が容易な構成を有する電子機器であれば良い。
【０１０２】
　また、スマートフォン１０でアナログ電子時計４０のデータを管理すると共に、更に、
ＰＣなどでデータの処理や解析を行うこととしても良い。
　その他、上記実施の形態で示した構成、制御内容や制御手順などの具体的な細部は、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【０１０３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定
されるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
【０１０４】
［付記］
＜請求項１＞
　ユーザの操作を受け付ける操作手段と、
　当該操作に応じて指定されたタイミング間の時間を計測する時間計測手段と、
　外部機器との通信を行う通信手段と、
　外部機器から前記通信手段により取得された設定値を、前記時間計測手段で計測された
時間で除すことで速度を算出する速度算出手段と、
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　前記算出された速度を表示する速度表示手段と、
　前記速度表示手段に前記算出された速度を表示させる速度表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
＜請求項２＞
　前記速度表示手段は、回動可能に設けられた速度指針を有し、
　前記速度表示制御手段は、前記速度指針を回動させて前記算出された速度を表示させる
　ことを特徴とする請求項１記載の電子時計。
＜請求項３＞
　前記計測された時間のデータを前記通信手段により前記外部機器に出力するデータ出力
手段を備えることを特徴とする請求項１又は２記載の電子時計。
＜請求項４＞
　前記時間計測手段は、前記操作手段からの入力操作に基づいて複数の期間の計測時間を
各々期間値として取得可能であり、
　前記速度算出手段は、当該複数の期間ごとに取得された前記設定値に基づいて、前記複
数の期間それぞれの速度を算出する
　ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の電子時計。
＜請求項５＞
　経過時間を表示する時間指針と、
　当該時間指針により所定のタイミングからの経過時間をリアルタイムで表示させる経過
時間表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の電子時計。
＜請求項６＞
　前記計測された時間のデータを前記通信手段により前記外部機器に出力するデータ出力
手段を備え
　前記データ出力手段は、前記経過時間表示制御手段で表示される経過時間よりも高い精
度のデータを前記外部機器に出力する
　ことを特徴とする請求項５記載の電子時計。
＜請求項７＞
　請求項１～６の何れか一項に記載の電子時計と、
　ユーザ操作を受け付ける外部操作手段、
　前記外部操作手段への入力操作に基づいて前記設定値を定める設定手段、
　外部の通信機器と通信を行う外部通信手段、及び
　前記定められた設定値を前記外部通信手段により前記電子時計に送信する設定値出力手
段、
　を備える外部機器と、
　を有し、
　前記速度算出手段は、前記設定手段で定められた前記設定値を用いて速度を算出する
　ことを特徴とする速度計測管理システム。
【符号の説明】
【０１０５】
１     速度計測管理システム
２     ケーシング
３     文字盤
４     開口部
５     小窓
６     小窓
７     小窓
１０   スマートフォン
１１   ＣＰＵ
１２   ＲＯＭ
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１３   ＲＡＭ
１３１ 接続先情報
１４   記憶部
１４１ 時計管理アプリ
１４２ ストップウォッチデータ管理部
１５   内蔵時計
１６   表示部
１６ａ 単位距離を設定するメニュー
１６ｂ 入力ボックス
１６ｃ 単位距離設定リスト
１６ｄ セットボタン
１６ｅ 取得データ履歴を読み出すメニュー
１６ｆ 取得コマンド
１６ｇ 計測データリスト
１６ｈ ラップタイムデータ
１７   ドライバ
１８   操作部
１９   スピーカ
２０   マイク
２１   コーデック
２２   送受信回路
２３   通信回路
２４   Bluetoothモジュール
２５   ＵＡＲＴ
２６   ＧＰＳ受信処理部
２７   振動モータ
２８   ドライバ
２９   バス
４０   アナログ電子時計
４１   ＣＰＵ
４２   ＲＯＭ
４２１ 接続制御プログラム
４３   ＲＡＭ
４３１ 計測時間記憶部
４３２ 距離設定記憶部
４４   発振回路
４５   分周回路
４６   計時回路
４７   操作部
４８   Bluetoothモジュール
４９   ＵＡＲＴ
５０   電源部
５１   駆動回路
５２   照明部
５３   ドライバ
５４   ブザー部
５５   ドライバ
５６   バス
６１   秒針
６２   分針
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６３   時針
６４   日車
６５   速度指針
６６   機能長針
６７   機能短針
６８   機能副針
７１   輪列機構
７２   輪列機構
７３   輪列機構
７４   輪列機構
８１   ステッピングモータ
８２   ステッピングモータ
８３   ステッピングモータ
８４   ステッピングモータ
ＡＮ１１      アンテナ
ＡＮ１２      アンテナ
ＡＮ１３      アンテナ
ＡＮ４ アンテナ
Ｂ１-Ｂ４     押しボタンスイッチ
Ｃ１   りゅうずスイッチ
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